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職発０９３０第２２号 

平成２７年９月３０日 

 

 各都道府県労働局長 殿 

 

厚生労働省職業安定局長   

（ 公 印 省 略 ）   

 

 

労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法律等

の一部を改正する法律の施行について 

 

 

「労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法律等の一部を

改正する法律」（平成 27 年法律第 73 号。以下「改正法」という。）については、平成 27

年９月 11 日に成立し、９月 18 日に公布され、更に、法の施行に関し、「労働者派遣事業

の適正な運営の確保及び派遣労働者の保護等に関する法律等の一部を改正する法律の施行

に伴う関係政令の整備及び経過措置に関する政令（平成 27 年政令第 340 号）」等の関係政

省令・告示が同年 9月 29 日に公布され、同日付け厚生労働省職発 0929 第 17 号によりその

概要を通達したところである。 

なお、参議院厚生労働委員会において、別添のとおり附帯決議が付されたところであり、

下記に十分留意の上、改正法の円滑な施行に万全を期されたく、通達する。 

 

 

記 

 

 

第１ 労働者派遣法の原則について 

① 派遣就業は臨時的・一時的なものであるべきとの基本原則については改正法施行後

も変わらないことに十分留意し、かつ、派遣労働が企業にとって単純な労働コストの

削減や雇用責任の回避のために利用されてはならないことを踏まえ、労働者派遣法の

規定の運用に当たること。 

② 労働者派遣法の根本原則である常用代替の防止は、派遣労働者が現に派遣先で就労

している常用雇用労働者を代替することを防止するだけでなく、派遣先の常用雇用労

働者の雇用の機会が不当に狭められることを防止することを含むものであることに十

分留意し、労働者派遣法の規定の運用に当たること。 

 
第２ 労働者派遣事業について 

① 今般、特定労働者派遣事業と一般労働者派遣事業との区分を撤廃し、全ての労働者

派遣事業を許可制とすることとした改正法の趣旨を踏まえ、派遣労働者の基本的権利
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や労働者としての尊厳、更には正当な労働の対価の支払や雇用の安定を無視して利益

確保に走るような派遣元事業主が派遣事業が続けられなくなるよう許可制を適切かつ

確実に運用すること。 

② 法令違反を繰り返す派遣元事業主に対しては、厳正なる指導監督の強化、許可の取

消しを含めた処分の徹底を行うこと。 

③ 無許可で労働者派遣事業を行う事業主に対しては、許可の取消し等の措置を採るこ

とができないことに鑑み、刑事告発を行うことも視野に、指導監督に万全を期すとと

もに、企業名の公表を行うこと。 

 

第３ 期間制限について 

① 施行日前に締結された労働者派遣契約に基づき行われる労働者派遣については、派

遣労働者の保護に欠けることのないよう、改正法による改正前の労働者派遣法第40条

の４の規定等に基づく指導・助言を徹底するとともに、それに従わない派遣先に対し

ては勧告や公表も含め、厳しく対処すること。 

② 改正後の労働者派遣法第40条の２第４項の規定に基づき、過半数代表者から意見聴

取を行うときには、過半数代表者が管理監督者である場合、投票、挙手等の民主的な

方法によらず使用者の指名等の非民主的・恣意的方法により選出されたものである場

合等については、意見聴取手続が適正でないと判断されることに鑑み、過半数代表者

の適正かつ民主的な選出について、厳正な確認、必要な指導等を行うこと。また、労

働者が過半数代表者であること若しくは過半数代表者になろうとしたこと又は過半数

代表者として正当な行為をしたことを理由として不利益な取扱いをした際には、厳正

に対処すること。 

 

第４ 雇用安定措置について 

① 雇用安定措置については、派遣労働者の年齢や業務等によってその雇用の継続が困

難な場合も含め、派遣元事業主の履行を確保するよう厳正な指導等を行うこと。 

② 雇用安定措置の実効性ある実施が派遣労働者の保護の観点から最も重要であること

に鑑み、派遣元事業主が個々の派遣労働者に対して実施した雇用安定措置については、

その内容を派遣元管理台帳に記載することで、派遣労働者に対するキャリア・コンサ

ルティングや雇用安定措置に係る派遣労働者の意向の確認等にも積極的に活用するよ

う、派遣元事業主に対して指導すること。 

 

第５ 派遣労働者の待遇について 

① 派遣労働者が待遇に関する事項等の説明を求めたことを理由として不利益な取扱い

をしないように、派遣元事業主に対し厳正な指導監督等を行うこと。 

② 派遣労働者が安心して働くことができる環境を整備するため、派遣労働者を労働・

社会保険に加入させることなく事業を行う派遣元事業主に対して指導監督等を強化す

るなど、派遣労働者に対する労働・社会保険適用の促進を図ること。 
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第６ キャリアアップ措置について 

① 段階的かつ体系的な教育訓練等のキャリアアップ支援については、派遣労働者の正

社員化や賃金等の待遇改善という成果につながるものとなるよう、派遣元事業主に対

して助言等を行うこと。 

② 派遣元事業主に義務付けられる教育訓練の実施状況については、事業報告、派遣元

管理台帳等によって確認し、その実施について適切な指導監督等を行うとともに、事

業許可の更新の際には重要なチェック項目としてその適性かつ誠実な実施を確認し、

基準を満たさない場合には更新をしないことも含め厳正に対処すること。 

③ 派遣元事業主に義務付けられる教育訓練の実施に当たっては、必ず有給かつ無償で

行わなければならないものであり、その義務違反に対しては、許可の取消しや更新を

しないことを含め、厳正に対処すること。 

④ 派遣労働者のキャリアアップのためには、キャリア・コンサルティングが効果的で

あることに鑑み、派遣労働者の意向に沿ったキャリア・コンサルティングが実施され

るよう、派遣元事業主に対し指導等を行うこと。 

⑤ 派遣先が派遣労働者を正社員として採用するなど直接雇用しようとする際、それを

派遣元事業主が禁止したり妨害したりすることは労働者派遣法の趣旨に反するもので

あり、そのような派遣元事業主に対しては、厳正な指導を行うこと。 

 

第７ その他 

① 個々の派遣労働者についての派遣元管理台帳の保管については、派遣労働者のため

の雇用安定措置、キャリアアップ措置等の着実かつ適正な実施を確保する観点から適

切に行わせること。 

② 無期雇用派遣労働者の募集に当たっては、正社員の募集と誤認させることがないよ

う指導等を徹底すること。 

③ 職業安定法第44条の規定による労働者供給事業の禁止については、行政による刑事

告発を行うなど、指導監督に万全を期すこと。 

 

 



労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

平
成
二
十
七
年
九
月
八
日

参
議
院
厚
生
労
働
委
員
会

政
府
は
、
本
法
の
施
行
に
当
た
り
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ
る
。

一
、
労
働
者
派
遣
法
の
原
則
に
つ
い
て

１

派
遣
就
業
は
臨
時
的
・
一
時
的
な
も
の
で
あ
る
べ
き
と
の
基
本
原
則
に
つ
い
て
は
本
法
施
行
後
も
変
わ
ら
な
い
こ
と
に

十
分
留
意
し
、
か
つ
、
派
遣
労
働
が
企
業
に
と
っ
て
単
純
な
労
働
コ
ス
ト
の
削
減
や
雇
用
責
任
の
回
避
の
た
め
に
利
用
さ

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
再
確
認
し
、
労
働
者
派
遣
法
の
規
定
の
運
用
に
当
た
る
こ
と
。
ま
た
、
労
働
者
派
遣
法
の
根
本

原
則
で
あ
る
常
用
代
替
の
防
止
は
、
派
遣
労
働
者
が
現
に
派
遣
先
で
就
労
し
て
い
る
常
用
雇
用
労
働
者
を
代
替
す
る
こ
と

を
防
止
す
る
だ
け
で
な
く
、
派
遣
先
の
常
用
雇
用
労
働
者
の
雇
用
の
機
会
が
不
当
に
狭
め
ら
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
こ
と

を
含
む
も
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
に
十
分
留
意
し
、
労
働
者
派
遣
法
の
規
定
の
運
用
に
当
た
る
こ
と
。
特
に
、
派
遣
先
が

派
遣
労
働
者
を
受
け
入
れ
た
こ
と
に
よ
り
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
を
解
雇
す
る
こ
と
は
常
用
代
替
そ
の
も
の
で
あ
り
、
派



遣
労
働
の
利
用
の
在
り
方
と
し
て
適
当
で
な
い
旨
を
周
知
す
る
こ
と
。

２

直
接
雇
用
が
労
働
政
策
上
の
原
則
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
正
社
員
と
し
て
働
く
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
派
遣
労
働
者
に

正
社
員
化
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
派
遣
元
事
業
主
と
派
遣
先
の
そ
れ
ぞ
れ
に
派
遣
労
働
者
の
正
社
員
化
に
向
け
た

取
組
を
講
じ
さ
せ
る
こ
と
や
、
国
と
し
て
派
遣
労
働
者
の
正
社
員
化
を
促
進
す
る
取
組
を
支
援
す
る
具
体
的
措
置
を
実
施

す
る
こ
と
な
ど
を
含
め
最
大
限
努
力
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
派
遣
労
働
者
か
ら
の
転
換
を
目
指
す
べ
き
正
社
員
と
は
、
労

働
契
約
の
期
間
の
定
め
が
な
く
、
所
定
労
働
時
間
が
フ
ル
タ
イ
ム
で
あ
り
、
直
接
雇
用
の
労
働
者
で
あ
る
こ
と
が
原
則
で

あ
る
こ
と
、
加
え
て
、
長
期
的
な
雇
用
に
基
づ
く
処
遇
体
系
の
下
に
あ
る
労
働
者
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
留

意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
短
時
間
労
働
者
、
有
期
雇
用
労
働
者
等
の
非
正
規
雇
用
労
働
者
に
つ
い
て
も
、
労
働
者
の
意
向
に

沿
っ
て
、
正
社
員
化
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
最
大
限
努
力
す
る
こ
と
。

二
、
労
働
者
派
遣
事
業
に
つ
い
て

１

特
定
労
働
者
派
遣
事
業
と
一
般
労
働
者
派
遣
事
業
と
の
区
分
を
撤
廃
し
、
全
て
の
労
働
者
派
遣
事
業
を
許
可
制
と
す
る

に
当
た
っ
て
は
、
派
遣
業
界
全
体
の
健
全
化
、
派
遣
労
働
者
の
実
効
性
あ
る
保
護
に
つ
な
が
る
よ
う
な
許
可
基
準
に
見
直

す
こ
と
。
派
遣
労
働
者
の
基
本
的
権
利
や
労
働
者
と
し
て
の
尊
厳
、
更
に
は
正
当
な
労
働
の
対
価
の
支
払
や
雇
用
の
安
定



を
無
視
し
て
利
益
確
保
に
走
る
よ
う
な
派
遣
元
事
業
主
が
業
界
か
ら
排
除
さ
れ
る
よ
う
許
可
制
を
適
切
か
つ
確
実
に
運
用

す
る
こ
と
。
ま
た
、
全
面
許
可
制
へ
の
移
行
に
伴
い
増
大
す
る
許
可
・
更
新
手
続
、
相
談
・
申
告
対
応
、
指
導
監
督
等
を

適
切
に
実
施
す
る
体
制
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
都
道
府
県
労
働
局
の
需
給
調
整
業
務
に
係
る
組
織
体
制
の
拡

充
、
需
給
調
整
指
導
官
の
必
要
な
人
員
増
及
び
そ
の
専
門
ス
キ
ル
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
の
実
施
等
に
努
め
る
こ

と
。

２

労
働
者
派
遣
事
業
の
許
可
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
運
営
の
実
績
等
が
な
い
中
で
書
面
に
よ
る
審
査
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
等
に
鑑
み
、
最
初
の
許
可
更
新
の
際
に
、
当
該
更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る
派
遣
元
事
業
主
が
許
可
基
準
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
を
労
働
政
策
審
議
会
に
報
告
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
し
た
上
で
、
初
回
の
許
可
の
有
効
期
間
で

あ
る
三
年
を
短
縮
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。

３

現
在
、
届
出
の
み
で
特
定
労
働
者
派
遣
事
業
を
営
ん
で
い
る
小
規
模
派
遣
元
事
業
主
へ
の
暫
定
的
な
配
慮
措
置
を
検
討

す
る
に
当
た
っ
て
は
、
労
働
政
策
審
議
会
に
お
け
る
議
論
を
踏
ま
え
、
優
良
な
小
規
模
派
遣
元
事
業
主
が
不
当
に
排
除
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
し
つ
つ
も
、
許
可
基
準
が
派
遣
元
事
業
主
の
雇
用
責
任
を
担
保
す
る
た
め
に
果
た
し
て
い
る

役
割
に
十
分
留
意
す
る
と
と
も
に
、
当
該
配
慮
措
置
の
期
間
が
必
要
以
上
と
な
ら
な
い
よ
う
留
意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
派



遣
元
事
業
主
と
し
て
派
遣
労
働
者
保
護
の
責
任
等
を
適
正
に
履
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
優
良
な
小
規
模
派
遣
元
事
業
主
が

新
制
度
に
移
行
で
き
る
よ
う
、
事
業
主
か
ら
の
技
術
的
か
つ
財
政
的
な
面
で
の
相
談
に
応
じ
る
な
ど
の
必
要
な
支
援
を
行

う
こ
と
。
そ
の
上
で
、
本
法
施
行
後
に
事
業
の
許
可
を
受
け
ず
に
廃
業
す
る
派
遣
元
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
て
い
る
派
遣
労

働
者
に
つ
い
て
は
、
そ
の
生
活
及
び
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め
の
方
策
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

４

派
遣
労
働
者
の
保
護
等
を
適
正
に
実
施
す
る
派
遣
元
事
業
主
を
優
遇
し
、
優
良
な
派
遣
元
事
業
主
を
育
成
す
る
た
め
、

認
定
制
度
の
活
用
促
進
策
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
行
い
、
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。
あ
わ
せ
て
、
法
令
違
反
を
繰
り

返
す
派
遣
元
事
業
主
に
対
し
て
は
、
厳
正
な
る
指
導
監
督
の
強
化
、
許
可
の
取
消
し
を
含
め
た
処
分
の
徹
底
を
行
う
と
と

も
に
、
企
業
名
の
公
表
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。

５

マ
ー
ジ
ン
率
に
つ
い
て
は
、
派
遣
労
働
者
保
護
の
観
点
か
ら
社
会
通
念
上
適
切
な
範
囲
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
に

鑑
み
、
そ
の
規
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。
ま
た
、
マ
ー
ジ
ン
率
の
関
係
者
へ
の
情
報
提
供
に
当
た
っ
て

は
、
平
成
二
十
四
年
改
正
法
の
立
法
趣
旨
を
踏
ま
え
、
常
時
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
広
く
関
係
者
と
り
わ
け
派
遣
労
働

者
に
必
要
な
情
報
が
提
供
さ
れ
る
方
法
で
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
を
原
則
と
す
る
旨
を
派
遣
元
指
針
に
規
定
す
る
こ
と
。

６

無
許
可
で
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
う
事
業
主
に
対
し
て
は
、
許
可
の
取
消
し
等
の
措
置
を
採
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と



に
鑑
み
、
行
政
に
よ
る
刑
事
告
発
を
行
う
こ
と
も
視
野
に
、
指
導
監
督
に
万
全
を
期
す
こ
と
。
ま
た
、
企
業
名
の
公
表
等

に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

三
、
期
間
制
限
に
つ
い
て

１

新
た
に
期
間
制
限
が
掛
か
る
こ
と
と
な
る
二
十
六
業
務
に
現
に
従
事
す
る
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
、
本
法
の
施
行
を
理

由
と
し
た
労
働
契
約
の
更
新
拒
絶
の
動
き
が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
労
働
契
約
法
第
十
八
条
及
び
第
十
九
条
の
趣
旨
の
派
遣

元
事
業
主
へ
の
周
知
、
不
当
な
更
新
拒
絶
を
行
わ
な
い
た
め
の
関
係
団
体
へ
の
要
請
、
無
期
雇
用
派
遣
労
働
者
へ
の
転
換

支
援
、
当
該
派
遣
労
働
者
へ
の
相
談
支
援
及
び
就
業
継
続
支
援
体
制
の
整
備
等
、
当
該
派
遣
労
働
者
の
雇
用
の
安
定
化
の

た
め
の
措
置
を
早
急
に
講
ず
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
施
行
日
前
に
締
結
さ
れ
た
労
働
者
派
遣
契
約
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
労
働

者
派
遣
に
つ
い
て
は
、
派
遣
労
働
者
の
保
護
に
欠
け
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
本
法
施
行
前
の
第
四
十
条
の
四
の
規
定
等
に

基
づ
く
指
導
・
助
言
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
従
わ
な
い
派
遣
先
に
対
し
て
は
勧
告
や
公
表
も
含
め
、
厳
し
く
対

処
す
る
こ
と
。

２

無
期
雇
用
派
遣
労
働
者
を
派
遣
契
約
の
終
了
の
み
を
理
由
と
し
て
解
雇
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
派
遣
元
指
針
及
び
許
可

基
準
に
規
定
し
、
事
業
の
許
可
及
び
そ
の
更
新
の
審
査
段
階
等
に
お
い
て
必
要
な
指
導
等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に



す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
そ
の
旨
を
許
可
の
条
件
と
し
、
こ
れ
に
違
反
し
た
派
遣
元
事
業
主
の
許
可
の
取
消
し
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
有
期
雇
用
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
も
、
派
遣
契
約
終
了
時
に
労
働
契
約
が
存
続
し

て
い
る
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派
遣
契
約
の
終
了
の
み
を
理
由
と
し
て
解
雇
し
て
は
な
ら
な
い
旨
を
派
遣
元
指
針
に

明
記
す
る
こ
と
。

３

ク
ー
リ
ン
グ
期
間
経
過
後
、
派
遣
労
働
者
の
意
向
に
反
し
、
再
び
同
一
の
組
織
単
位
の
業
務
に
派
遣
す
る
こ
と
は
派
遣

労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
観
点
か
ら
望
ま
し
く
な
い
旨
を
派
遣
元
指
針
に
規
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
派
遣
労
働
の
利

用
は
臨
時
的
・
一
時
的
な
も
の
が
原
則
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
利
用
は
三
年
以
内
が
原
則
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
。
特
に
、
派
遣
先
が
派
遣
可
能
期
間
の
延
長
の
是
非
を
判
断
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
必
ず
過
半
数
労
働
組
合
等
か

ら
の
意
見
聴
取
を
実
施
し
、
こ
の
原
則
を
尊
重
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
周
知
徹
底
す
る
こ
と
。
ま
た
、
派
遣
先
に
よ
る
対

応
方
針
の
説
明
等
は
労
使
自
治
の
考
え
方
に
基
づ
く
実
質
的
な
話
合
い
が
で
き
る
仕
組
み
の
構
築
が
目
的
で
あ
る
こ
と
を

併
せ
て
周
知
す
る
こ
と
。
な
お
、
過
半
数
労
働
組
合
等
か
ら
の
意
見
聴
取
手
続
の
適
正
か
つ
効
果
的
な
運
用
が
常
用
代
替

防
止
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
鑑
み
、
過
半
数
労
働
組
合
等
が
的
確
な
意
見
を
述
べ
ら
れ
る
よ
う
、
事
業

所
全
体
で
受
け
入
れ
た
派
遣
労
働
者
数
の
推
移
の
ほ
か
、
過
半
数
労
働
組
合
等
か
ら
の
求
め
に
応
じ
、
部
署
ご
と
の
派
遣



労
働
者
数
及
び
派
遣
受
入
れ
期
間
等
の
情
報
が
派
遣
先
か
ら
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
旨
を
派
遣
先
指
針
に
規
定

し
、
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
国
と
し
て
過
半
数
労
働
組
合
の
あ
る
事
業
所
の
割
合
、
意
見
聴
取
に
お
い
て
過

半
数
労
働
組
合
等
か
ら
反
対
意
見
が
出
さ
れ
た
割
合
及
び
そ
の
内
容
等
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
及
び
分
析
を
行

う
こ
と
。
な
お
、
最
初
の
派
遣
労
働
者
の
受
入
れ
に
当
た
っ
て
は
、
過
半
数
労
働
組
合
等
に
そ
の
受
入
れ
の
考
え
方
に
つ

い
て
説
明
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
。

４

改
正
後
の
第
四
十
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
過
半
数
代
表
者
か
ら
意
見
聴
取
を
行
う
と
き
に
は
、
過
半
数
代

表
者
が
管
理
監
督
者
で
あ
る
場
合
、
投
票
、
挙
手
等
の
民
主
的
な
方
法
に
よ
ら
ず
使
用
者
の
指
名
等
の
非
民
主
的
・
恣
意

的
方
法
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
等
に
つ
い
て
は
、
意
見
聴
取
手
続
が
適
正
で
な
い
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
に

鑑
み
、
過
半
数
代
表
者
の
適
正
か
つ
民
主
的
な
選
出
に
つ
い
て
、
厳
正
な
確
認
、
必
要
な
指
導
等
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、

労
働
者
が
過
半
数
代
表
者
で
あ
る
こ
と
若
し
く
は
過
半
数
代
表
者
に
な
ろ
う
と
し
た
こ
と
又
は
過
半
数
代
表
者
と
し
て
正

当
な
行
為
を
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
益
な
取
扱
い
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
省
令
で
定
め
、
そ
の
違
反
に
対
し

て
は
厳
正
に
対
処
す
る
こ
と
。
そ
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
不
利
益
取
扱
い
に
関
す
る
規
制
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る

こ
と
。
さ
ら
に
、
意
見
を
聴
取
し
た
過
半
数
代
表
者
が
民
主
的
な
方
法
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
場
合
に
つ
い



て
は
、
事
実
上
意
見
聴
取
が
行
わ
れ
て
い
な
い
も
の
と
同
視
し
て
、
労
働
契
約
申
込
み
み
な
し
制
度
の
対
象
と
す
る
こ

と
。
な
お
、
派
遣
先
が
意
見
聴
取
の
過
程
及
び
結
果
並
び
に
対
応
方
針
等
の
説
明
の
内
容
に
つ
い
て
故
意
に
記
録
せ
ず
又

は
記
録
を
破
棄
し
た
場
合
、
意
見
聴
取
に
当
た
り
合
理
的
な
意
見
表
明
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
資
料
が
派
遣
先
か
ら
提
供

さ
れ
な
い
場
合
等
に
つ
い
て
は
、
法
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
不
適
当
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
厳
正
に
対
処
す
る
こ
と
。

５

意
見
聴
取
手
続
に
お
い
て
過
半
数
労
働
組
合
等
か
ら
反
対
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
場
合
、
派
遣
先
は
十
分
そ
の
意
見
を
尊

重
す
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
り
、
当
該
意
見
へ
の
対
応
方
針
を
説
明
す
る
に
際
し
て
は
、
当
該
意
見
を
勘
案
し
て
労
働

者
派
遣
の
役
務
の
提
供
の
受
入
れ
に
つ
い
て
再
検
討
を
加
え
る
こ
と
等
に
よ
り
、
過
半
数
労
働
組
合
等
の
意
見
を
十
分
に

尊
重
す
る
よ
う
努
め
る
べ
き
旨
を
派
遣
先
指
針
に
規
定
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
二
回
目
以
降
の
延
長
に
係
る
意
見
聴
取
に

お
い
て
、
再
度
反
対
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
当
該
意
見
を
十
分
に
尊
重
し
、
受
入
れ
人
数
の
削
減
等
の

対
応
方
針
を
採
る
こ
と
を
検
討
し
、
そ
の
結
論
を
よ
り
一
層
丁
寧
に
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
派
遣
先
指
針
に
明

記
す
る
こ
と
。

６

派
遣
可
能
期
間
の
延
長
手
続
を
回
避
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
ク
ー
リ
ン
グ
期
間
を
置
い
て
再
度
派
遣
労
働
の
受
入

れ
を
再
開
す
る
よ
う
な
、
実
質
的
に
派
遣
労
働
の
受
入
れ
を
継
続
す
る
行
為
は
、
過
半
数
労
働
組
合
等
か
ら
の
意
見
を
聴



取
し
な
け
れ
ば
三
年
を
超
え
て
派
遣
労
働
を
受
け
入
れ
て
は
な
ら
な
い
と
し
た
立
法
趣
旨
に
反
す
る
旨
を
派
遣
先
指
針
に

規
定
す
る
こ
と
。

四
、
雇
用
安
定
措
置
に
つ
い
て

１

雇
用
安
定
措
置
と
し
て
講
ず
る
内
容
に
つ
い
て
記
載
し
た
労
働
契
約
の
ひ
な
形
を
作
成
し
周
知
す
る
こ
と
。
ま
た
、
雇

用
安
定
措
置
の
う
ち
い
ず
れ
の
措
置
を
講
ず
る
か
に
つ
い
て
は
派
遣
労
働
者
の
意
向
を
尊
重
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

旨
、
特
に
派
遣
労
働
者
が
派
遣
先
へ
の
直
接
雇
用
を
望
ん
で
い
る
場
合
に
は
直
接
雇
用
に
つ
な
が
る
措
置
を
採
る
こ
と
が

望
ま
し
い
旨
、
及
び
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
労
働
契
約
の
更
新
の
際
の
面
談
等
の
機
会
を
通
じ
て
あ
ら
か
じ

め
派
遣
労
働
者
の
意
向
を
確
認
し
、
早
期
に
雇
用
安
定
措
置
の
履
行
に
着
手
す
べ
き
で
あ
る
旨
を
派
遣
元
指
針
に
規
定
す

る
こ
と
。
ま
た
、
派
遣
元
事
業
主
が
行
う
派
遣
先
に
対
す
る
直
接
雇
用
の
申
込
み
の
依
頼
は
書
面
の
交
付
等
に
よ
り
行
う

こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
改
正
後
の
第
三
十
条
第
二
項
の
雇
用
安
定
措
置
の
対
象
と
な
る
派

遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派
遣
元
事
業
主
に
よ
っ
て
当
該
義
務
が
適
切
に
履
行
さ
れ
る
か
、
当
該
派
遣
労
働
者
が
希
望
し

な
く
な
る
ま
で
そ
の
効
力
が
失
わ
れ
な
い
こ
と
を
周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
義
務
を
履
行
せ
ず
に
労
働
契
約
が
終
了
し

た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
同
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
、
労
働
契
約
を
継
続
し
て
有
給
で
雇
用
の
安
定
を
図
る
た
め



に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
を
通
じ
て
、
そ
の
義
務
を
履
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
確
実
に
周
知

徹
底
す
る
こ
と
。

２

派
遣
元
事
業
主
と
通
算
し
て
一
年
以
上
の
労
働
契
約
を
結
ん
で
い
た
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
派
遣
契
約
の
期
間
に

か
か
わ
ら
ず
、
雇
用
安
定
措
置
の
対
象
と
な
る
こ
と
を
派
遣
元
事
業
主
及
び
派
遣
労
働
者
に
周
知
徹
底
し
、
雇
用
安
定
措

置
の
適
正
か
つ
効
果
的
な
運
用
を
担
保
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
雇
用
安
定
措
置
に
つ
い
て
は
、
派
遣
労
働
者
の
年
齢
や
業

務
等
に
よ
っ
て
そ
の
雇
用
の
継
続
が
困
難
な
場
合
も
含
め
、
派
遣
元
事
業
主
の
履
行
を
確
保
す
る
よ
う
厳
正
な
指
導
等
を

行
う
こ
と
。

３

雇
用
安
定
措
置
の
実
効
性
あ
る
実
施
が
派
遣
労
働
者
の
保
護
の
観
点
か
ら
最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
派
遣
元
事

業
主
が
個
々
の
派
遣
労
働
者
に
対
し
て
実
施
し
た
雇
用
安
定
措
置
に
つ
い
て
は
、
そ
の
内
容
を
派
遣
元
管
理
台
帳
に
記
載

す
る
こ
と
で
、
派
遣
労
働
者
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
雇
用
安
定
措
置
に
係
る
派
遣
労
働
者
の
意
向

の
確
認
等
に
も
積
極
的
に
活
用
す
る
よ
う
、
派
遣
元
事
業
主
に
対
し
て
指
導
す
る
こ
と
。
な
お
、
派
遣
先
に
対
し
て
行
っ

た
直
接
雇
用
の
依
頼
に
つ
い
て
は
、
派
遣
先
か
ら
の
受
入
れ
の
可
否
に
つ
い
て
も
併
せ
て
派
遣
元
管
理
台
帳
に
記
載
さ
せ

る
こ
と
。



４

雇
用
安
定
措
置
の
真
に
実
効
性
あ
る
実
施
に
よ
り
労
働
契
約
法
第
十
八
条
の
無
期
転
換
申
込
権
を
得
る
こ
と
の
で
き
る

派
遣
労
働
者
を
拡
大
す
る
こ
と
が
、
派
遣
労
働
の
中
で
は
比
較
的
安
定
的
な
無
期
雇
用
派
遣
労
働
者
へ
の
転
換
を
望
む
派

遣
労
働
者
の
希
望
を
か
な
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
改
め
て
同
法
第
十
八
条
の
立
法
趣
旨
を
派
遣
元
事
業
主
に

周
知
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
適
用
を
意
図
的
・
恣
意
的
に
逃
れ
る
行
為
は
同
法
第
十
八
条
の
観
点
か
ら
脱
法
行
為
で

あ
る
旨
を
派
遣
元
指
針
に
規
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
派
遣
元
事
業
主
が
繰
り
返
し
派
遣
期
間
三
年
直
前
で
派
遣
就
業
を
終

了
さ
せ
、
又
は
意
図
的
に
三
年
見
込
み
に
達
し
な
い
よ
う
に
派
遣
契
約
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
り
雇
用
安
定
措
置
の
義
務

逃
れ
を
す
る
こ
と
は
、
雇
用
安
定
措
置
の
立
法
趣
旨
に
反
す
る
旨
を
派
遣
元
指
針
に
規
定
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
そ
の
よ

う
な
雇
用
安
定
措
置
の
義
務
逃
れ
を
す
る
派
遣
元
事
業
主
に
つ
い
て
繰
り
返
し
指
導
を
行
っ
て
も
改
善
し
な
い
場
合
、
事

業
許
可
の
更
新
を
認
め
な
い
旨
を
許
可
基
準
に
盛
り
込
み
、
派
遣
元
事
業
主
の
事
業
許
可
の
更
新
を
認
め
な
い
こ
と
。

５

雇
用
安
定
措
置
の
う
ち
、
派
遣
先
へ
の
直
接
雇
用
の
依
頼
に
つ
い
て
は
、
直
接
雇
用
の
依
頼
を
受
け
た
件
数
に
対
し
て

派
遣
先
が
直
接
雇
用
し
た
人
数
が
著
し
く
少
な
い
場
合
に
つ
い
て
は
、
派
遣
先
に
対
し
て
そ
の
理
由
を
聴
取
し
直
接
雇
用

化
の
推
進
に
向
け
た
助
言
・
指
導
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。
ま
た
、
新
た
な
派
遣
先
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
内

容
や
福
利
厚
生
等
に
係
る
就
業
の
条
件
に
つ
い
て
、
特
に
賃
金
、
就
業
場
所
、
通
勤
時
間
等
に
関
し
て
合
理
的
と
認
め
ら



れ
る
目
安
を
定
め
周
知
す
る
こ
と
。

五
、
派
遣
労
働
者
の
待
遇
に
つ
い
て

１

均
衡
を
考
慮
し
た
待
遇
を
確
保
す
る
た
め
、
派
遣
元
事
業
主
が
派
遣
労
働
者
の
賞
与
や
退
職
金
等
を
含
む
賃
金
を
決
定

す
る
に
当
た
っ
て
考
慮
し
、
勘
案
す
べ
き
内
容
に
つ
い
て
明
確
化
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
周
知
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
派

遣
元
事
業
主
は
、
派
遣
先
と
の
派
遣
料
金
の
交
渉
が
派
遣
労
働
者
の
待
遇
改
善
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
交
渉
に
当
た
る
べ
き
で
あ
る
旨
を
派
遣
元
指
針
に
規
定
し
、
そ
の
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
派
遣
先

も
、
派
遣
料
金
を
設
定
す
る
際
に
就
業
の
実
態
や
労
働
市
場
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
派
遣
さ
れ
る
労
働
者
の
賃
金
水
準
が

派
遣
先
の
同
種
の
業
務
に
従
事
す
る
労
働
者
の
賃
金
水
準
と
均
衡
が
図
ら
れ
た
も
の
に
な
る
よ
う
努
め
る
旨
を
派
遣
先
指

針
に
規
定
す
る
こ
と
。
派
遣
労
働
者
が
待
遇
に
関
す
る
事
項
等
の
説
明
を
求
め
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
益
な
取
扱
い

を
し
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
を
派
遣
元
指
針
に
規
定
し
、
派
遣
元
事
業
主
に
対
し
厳
正
な
指
導
監
督
等
を

行
う
こ
と
。
ま
た
、
不
利
益
な
取
扱
い
を
受
け
た
派
遣
労
働
者
へ
の
救
済
措
置
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
。

２

均
等
・
均
衡
待
遇
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る
た
め
の
調
査
研
究
そ
の
他
の
措
置
の
結
果
を
踏
ま
え
、
速
や
か
に
労

働
政
策
審
議
会
に
お
い
て
、
派
遣
労
働
者
と
派
遣
先
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
と
の
均
等
・
均
衡
待
遇
の
実
現
の
た
め
、
法



改
正
を
含
め
た
必
要
な
措
置
の
在
り
方
に
つ
い
て
議
論
を
開
始
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
法
や
労
働
契

約
法
の
関
係
規
定
も
参
酌
し
て
行
う
こ
と
。

３

派
遣
元
事
業
主
に
雇
用
さ
れ
る
通
常
の
労
働
者
と
有
期
雇
用
派
遣
労
働
者
と
の
間
に
お
け
る
、
通
勤
手
当
の
支
給
に
関

す
る
労
働
条
件
の
相
違
は
労
働
契
約
法
第
二
十
条
に
基
づ
き
、
働
き
方
の
実
態
そ
の
他
の
事
情
を
考
慮
し
て
不
合
理
と
認

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
旨
を
派
遣
元
指
針
に
規
定
す
る
こ
と
。

４

派
遣
労
働
者
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
た
め
、
派
遣
先
が
派
遣
労
働
者
の
労
働
・
社
会
保
険

へ
の
加
入
状
況
を
確
認
で
き
る
仕
組
み
を
強
化
す
る
ほ
か
、
派
遣
労
働
者
を
労
働
・
社
会
保
険
に
加
入
さ
せ
る
こ
と
な
く

事
業
を
行
う
派
遣
元
事
業
主
に
対
し
て
指
導
監
督
等
を
強
化
す
る
な
ど
、
派
遣
労
働
者
に
対
す
る
労
働
・
社
会
保
険
適
用

の
促
進
を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
派
遣
労
働
者
を
労
働
・
社
会
保
険
に
加
入
さ
せ
る
こ
と
を
許
可
基
準
に
加
え
る
こ
と
に
つ

い
て
検
討
す
る
こ
と
。

５

派
遣
労
働
者
の
育
児
休
業
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
恣
意
的
な
判
断
や
、
誤
解
に
基
づ
く
運
用
に
よ
り
派
遣
労
働
者
の
権

利
が
不
当
に
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に

関
す
る
法
律
の
内
容
を
周
知
し
、
適
切
な
指
導
等
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
派
遣
労
働
者
の
育
児
休
業
の
取
得
に
向
け
た
取



組
等
が
優
良
な
派
遣
元
事
業
主
等
に
対
す
る
優
良
認
定
の
仕
組
み
を
推
進
し
、
派
遣
労
働
者
の
育
児
休
業
の
取
得
率
が
著

し
く
低
い
派
遣
元
事
業
主
に
つ
い
て
の
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
派
遣
労
働
者
を
始
め
非
正
規
雇
用
労
働
者
の

育
児
休
業
の
取
得
を
促
進
す
る
た
め
、
そ
の
取
得
状
況
や
不
利
益
取
扱
い
等
に
係
る
実
態
を
早
急
に
把
握
す
る
と
と
も

に
、
法
制
上
の
措
置
を
含
む
取
得
促
進
の
た
め
の
実
効
性
あ
る
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
派
遣

労
働
者
の
育
児
休
業
に
つ
い
て
は
、
育
児
休
業
か
ら
の
復
帰
時
の
派
遣
先
の
確
保
な
ど
派
遣
労
働
者
固
有
の
課
題
が
あ
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
検
討
を
行
う
こ
と
。

六
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
措
置
に
つ
い
て

１

段
階
的
か
つ
体
系
的
な
教
育
訓
練
等
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
に
つ
い
て
は
、
派
遣
労
働
者
の
正
社
員
化
や
賃
金
等
の

待
遇
改
善
と
い
う
成
果
に
つ
な
が
る
も
の
と
な
る
よ
う
、
派
遣
元
事
業
主
に
対
し
て
助
言
等
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
派
遣

元
事
業
主
が
、
個
々
の
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
適
切
な
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
計
画
を
当
該
派
遣
労
働
者
と
の
相
談
に
基
づ
い

て
策
定
し
、
派
遣
労
働
者
の
意
向
に
沿
っ
た
実
効
性
あ
る
教
育
訓
練
等
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

の
成
果
は
賃
金
表
に
反
映
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
を
周
知
す
る
こ
と
。
派
遣
元
事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
る
教
育
訓

練
に
つ
い
て
は
、
そ
の
義
務
の
具
体
的
な
内
容
を
明
確
化
す
る
な
ど
し
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
履
行
が
徹
底
さ
れ



る
よ
う
適
切
な
指
導
等
を
行
う
こ
と
。
さ
ら
に
、
派
遣
元
事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
る
教
育
訓
練
の
内
容
に
つ
い
て
、
派

遣
元
事
業
主
は
、
派
遣
労
働
者
に
周
知
す
る
よ
う
努
め
る
べ
き
で
あ
る
旨
を
周
知
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ
り
関
係

者
に
対
し
て
情
報
提
供
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
旨
を
派
遣
元
指
針
に
規
定
す
る
こ
と
。

２

派
遣
元
事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
る
教
育
訓
練
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
は
、
事
業
報
告
、
派
遣
元
管
理
台
帳
等
に
よ
っ

て
確
認
し
、
そ
の
実
施
に
つ
い
て
適
切
な
指
導
監
督
等
を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
許
可
の
更
新
の
際
に
は
重
要
な
チ
ェ
ッ

ク
項
目
と
し
て
そ
の
適
正
か
つ
誠
実
な
実
施
を
確
認
し
、
基
準
を
満
た
さ
な
い
場
合
に
は
更
新
を
し
な
い
こ
と
も
含
め
厳

正
に
対
処
す
る
こ
と
。

３

派
遣
元
事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
る
教
育
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
必
ず
有
給
か
つ
無
償
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
旨
を
許
可
基
準
に
盛
り
込
む
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
費
用
を
マ
ー
ジ
ン
率
の
引
上
げ
に
よ
る
派
遣
労
働
者
の
賃
金
の
削

減
で
補
う
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
こ
と
を
周
知
徹
底
す
る
こ
と
。
そ
の
義
務
違
反
に
対
し
て
は
、
許
可
の
取
消
し
や
更
新

を
し
な
い
こ
と
を
含
め
厳
正
に
対
処
す
る
こ
と
。
ま
た
、
派
遣
元
事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
る
教
育
訓
練
を
受
け
る
た
め

に
掛
か
る
交
通
費
に
つ
い
て
は
、
派
遣
先
と
の
間
の
交
通
費
よ
り
も
高
く
な
る
場
合
は
派
遣
元
事
業
主
に
お
い
て
負
担
す

べ
き
で
あ
る
旨
を
周
知
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
派
遣
元
事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
る
教
育
訓
練
以
外
の
教
育
訓
練
に
つ
い



て
は
、
派
遣
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
自
主
的
に
実
施
す
る
こ
と
、
ま
た
、
派
遣
労
働
者
の
負
担
は
実
費
程

度
と
し
受
講
し
や
す
く
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
旨
を
派
遣
元
指
針
に
規
定
す
る
こ
と
。
派
遣
労
働
者
の
参
加
が
強
制
さ
れ

る
場
合
、
派
遣
労
働
者
が
当
該
教
育
訓
練
に
参
加
し
た
時
間
は
労
働
時
間
で
あ
り
有
給
と
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
周
知

す
る
こ
と
。

４

派
遣
労
働
者
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の
た
め
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
効
果
的
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、

派
遣
労
働
者
の
意
向
に
沿
っ
た
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
、
派
遣
元
事
業
主
に
対
し
指
導
等

を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
短
期
細
切
れ
派
遣
が
繰
り
返
さ
れ
る
よ
う
な
登
録
型
派
遣
や
日
雇
派
遣
等
の
派
遣
労
働
者
に
つ
い

て
も
、
派
遣
元
事
業
主
に
義
務
付
け
ら
れ
る
教
育
訓
練
の
実
施
及
び
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
提
供
は
必
須
で

あ
る
こ
と
、
そ
の
実
施
は
労
働
契
約
が
締
結
さ
れ
た
状
況
で
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
そ
の
た
め
必
要
に
応
じ

て
労
働
契
約
の
締
結
・
延
長
等
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
周
知
徹
底
す
る
こ
と
。

５

派
遣
先
に
雇
用
さ
れ
る
労
働
者
の
募
集
に
係
る
事
項
の
周
知
に
つ
い
て
は
、
周
知
し
た
事
項
の
内
容
を
記
録
し
保
存
す

る
こ
と
が
望
ま
し
い
旨
を
周
知
す
る
こ
と
。
ま
た
、
派
遣
労
働
者
の
直
接
雇
用
化
を
推
進
す
る
た
め
、
派
遣
先
が
派
遣
契

約
の
終
了
後
に
派
遣
労
働
者
を
直
接
雇
用
す
る
場
合
の
紛
争
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
派
遣
元
事
業
主
に
支
払
う
紹
介
手
数
料



の
取
扱
い
等
に
つ
い
て
は
、
派
遣
契
約
の
記
載
事
項
と
し
て
省
令
で
定
め
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
派
遣
先
が
派
遣
労
働
者
を

正
社
員
と
し
て
採
用
す
る
な
ど
直
接
雇
用
し
よ
う
と
す
る
際
、
そ
れ
を
派
遣
元
事
業
主
が
禁
止
し
た
り
妨
害
し
た
り
す
る

こ
と
は
労
働
者
派
遣
法
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
明
確
化
し
、
そ
の
よ
う
な
派
遣
元
事
業
主
に
対
し
て
は
、

厳
正
な
指
導
を
行
う
こ
と
。

七
、
派
遣
先
の
責
任
に
つ
い
て

１

派
遣
先
の
使
用
者
性
を
認
め
た
中
労
委
命
令
及
び
裁
判
例
に
つ
い
て
周
知
を
図
り
、
派
遣
先
が
苦
情
処
理
を
行
う
に
際

し
て
は
、
そ
れ
ら
に
留
意
す
る
旨
を
派
遣
先
指
針
に
規
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
派
遣
先
に
お
い
て
適
切
か
つ
迅
速
な
処
理

を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
苦
情
の
内
容
と
し
て
、
派
遣
先
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ
等
に
つ
い
て
派
遣
先
指
針

に
例
示
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
派
遣
先
の
団
体
交
渉
応
諾
義
務
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
法
制
化
も
含
め
た
検
討
を
行
う
こ

と
と
し
、
そ
の
際
、
労
働
時
間
管
理
、
安
全
衛
生
、
福
利
厚
生
、
職
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
労
働
契
約
申
込
み
み

な
し
制
度
の
適
用
等
に
関
す
る
事
項
に
係
る
団
体
交
渉
に
お
け
る
派
遣
先
の
応
諾
義
務
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
。

２

派
遣
元
事
業
主
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
っ
て
派
遣
労
働
者
の
労
働
義
務
が
履
行
不
能
に
な
っ
た
場
合
に
お
い
て

は
、
民
法
第
五
百
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
反
対
給
付
や
労
働
基
準
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
休
業
手
当
が



確
実
に
支
払
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
、
当
事
者
を
含
む
関
係
者
に
周
知
徹
底
す
る
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
場
合
に

お
け
る
派
遣
労
働
者
へ
の
賃
金
等
の
支
払
に
関
す
る
実
態
の
調
査
を
行
う
こ
と
。

３

派
遣
先
に
よ
る
派
遣
労
働
者
を
特
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
行
為
は
、
労
働
者
派
遣
法
の
趣
旨
に
照
ら
し
不
適
当
な

行
為
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
そ
の
禁
止
の
義
務
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

４

労
働
契
約
申
込
み
み
な
し
制
度
の
実
効
性
を
担
保
す
る
た
め
、
派
遣
労
働
者
に
対
し
て
み
な
し
制
度
の
内
容
の
周
知
を

図
る
と
と
も
に
、
派
遣
労
働
者
が
み
な
し
制
度
を
利
用
で
き
る
状
態
に
あ
る
こ
と
を
認
識
で
き
る
仕
組
み
を
設
け
る
こ

と
。
ま
た
、
み
な
し
制
度
の
趣
旨
が
違
法
派
遣
と
知
り
な
が
ら
派
遣
労
働
者
を
受
け
入
れ
て
い
る
派
遣
先
へ
の
制
裁
及
び

派
遣
労
働
者
の
保
護
に
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
派
遣
先
は
、
労
働
者
の
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
み
な
し
制
度
の
下
で
有
期
の

労
働
契
約
が
成
立
し
た
後
に
当
該
契
約
を
更
新
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
派
遣
元
事
業
主
と
締
結
さ
れ
て
い
た
労
働
契
約

の
状
況
等
を
考
慮
し
真
摯
に
検
討
す
べ
き
で
あ
る
旨
を
周
知
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
、
離
職
し
た
労
働
者
を
離
職
後
一
年
以

内
に
派
遣
労
働
者
と
し
て
受
け
入
れ
て
は
な
ら
な
い
と
の
禁
止
規
定
に
違
反
し
た
場
合
、
事
前
面
接
を
始
め
と
す
る
派
遣

労
働
者
を
特
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
行
為
を
行
っ
た
場
合
、
グ
ル
ー
プ
企
業
内
派
遣
の
八
割
規
制
に
違
反
し
た
場
合

等
の
派
遣
先
の
責
任
を
強
化
す
る
た
め
、
み
な
し
制
度
の
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。



八
、
そ
の
他

１

今
後
、
労
働
者
派
遣
法
改
正
に
つ
い
て
、
施
行
後
の
状
況
を
踏
ま
え
、
そ
の
見
直
し
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
際
に

は
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
個
人
単
位
及
び
事
業
所
単
位
の
期
間
制
限
、
雇
用
安
定
措
置
等
の
改
正
規
定
に
つ

い
て
、
常
用
代
替
防
止
、
派
遣
労
働
者
の
保
護
、
雇
用
の
安
定
等
の
観
点
か
ら
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。

２

派
遣
労
働
者
の
安
全
衛
生
に
つ
い
て
は
、
雇
用
関
係
の
あ
る
派
遣
元
事
業
主
と
、
就
業
上
の
指
揮
命
令
や
労
働
時
間
の

管
理
を
行
っ
て
い
る
派
遣
先
の
連
携
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
派
遣
労
働
者
の
安
全
衛
生
上
の
リ
ス
ク
に
対
し
て
就

業
上
の
配
慮
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
派
遣
労
働
者
の
安
全
衛
生
に
つ
い
て
派
遣
元
事
業
主
と

派
遣
先
が
密
接
に
連
携
す
る
旨
を
派
遣
元
指
針
及
び
派
遣
先
指
針
双
方
に
規
定
す
る
こ
と
。
ま
た
、
安
全
衛
生
教
育
の
実

施
は
事
業
者
の
法
的
義
務
で
あ
る
が
、
そ
の
実
施
率
は
低
く
、
特
に
派
遣
労
働
者
に
対
す
る
実
施
率
は
全
労
働
者
よ
り
低

く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
及
び
労
働
災
害
発
生
率
の
高
い
派
遣
労
働
者
に
こ
そ
十
分
な
安
全
衛
生
教
育
が
実
施
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
派
遣
元
事
業
主
及
び
派
遣
先
に
よ
る
安
全
衛
生
教
育
の
実
施
の
徹
底
を
図
る
こ
と
。

３

派
遣
労
働
者
の
労
働
関
係
法
令
に
関
す
る
知
識
の
修
得
の
必
要
性
を
踏
ま
え
、
派
遣
元
事
業
主
か
ら
派
遣
労
働
者
に
そ

の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
指
導
等
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
派
遣
先
に
対
し
て
、
派
遣
先
責
任
者
講
習
等
の
機
会
を
活
用



し
、
労
働
関
係
法
令
の
遵
守
に
必
要
な
知
識
の
付
与
を
図
る
こ
と
。

４

個
々
の
派
遣
労
働
者
に
つ
い
て
の
派
遣
元
管
理
台
帳
の
保
管
に
つ
い
て
は
、
派
遣
労
働
者
の
た
め
の
雇
用
安
定
措
置
、

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
措
置
等
の
着
実
か
つ
適
正
な
実
施
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
適
切
に
行
わ
せ
る
こ
と
。
な
お
、
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
措
置
に
つ
い
て
は
、
長
期
的
・
継
続
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
派
遣
元
事
業
主
が
派
遣
労
働
者
に
関
す
る
情

報
を
中
長
期
的
に
管
理
す
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
を
求
め
る
こ
と
。

５

無
期
雇
用
派
遣
労
働
者
の
募
集
に
当
た
っ
て
は
、
正
社
員
の
募
集
と
誤
認
さ
せ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
指
導
等
を
徹
底
す

る
こ
と
。

６

平
成
二
十
四
年
改
正
法
の
見
直
し
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
派
遣
労
働
者
の
保
護
や
待
遇
が
後
退
す
る
こ
と
と
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
雇
用
仲
介
事
業
の
在
り
方
の
検
討
は
、
求
職
者
及
び
労
働
者
の
保
護
や
待
遇
が
後
退
す
る

こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
ま
た
、
職
業
安
定
法
第
四
十
四
条
に
定
め
る
労
働
者
供
給
事
業
の
禁
止
に
つ
い
て

は
、
行
政
に
よ
る
刑
事
告
発
を
行
う
な
ど
、
指
導
監
督
に
万
全
を
期
す
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


